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 状況が悪くても「何とか改善しよう」と思うことができれば、私たちは閉塞しない。働
きかけに応答が得られ、自分の力で環境を変えられる。その可能性が感じられない、希望
がない、だから閉塞する。こうした問題群について、観光社会学の観点から考えてみたい。
「大きな物語」が崩壊し、「小さな物語」を共有する「島宇宙」は排他性を帯びる。しかし
他者と出会えない時代、観光に「他者と出会える」機能があるのだとしたら、その証明に
なるのは、「アニメ聖地巡礼」なのではないだろうか。（p9、第一章序文より） 
 
 本書は、このような仮説の下で、観光が他者とのコミュニケーションのあり方にどのよ
うな役割を果たすのかを論じたものである。分析の道具として、観光社会学の理論を用い、
アニメの舞台を探し出して回る「アニメ聖地巡礼」、コンテンツに関わる「コンテンツツー
リズム」という現象を対象に、新たな観光の可能性を提示する、という主旨で書かれてい
る。また、本書は著者が提出した博士論文「情報社会における旅行者の特徴に関する観光
社会学的研究」を元に大幅に修正を施したものでもある。 
 第 1 章「不可能性の時代に可能性を探る」では、現代社会の「個人」や「コミュニケー
ション」のあり方を整理している。国民国家形成とその発展という発展的かつ全体的な未
来像である「大きな物語」があったが、日本が経済的な成熟を迎える中、消費社会、情報
社会の進展によって終焉を迎え、「再帰的な」個人主義が立ち現れる。著者は、ギデンズの
理論を下敷きに、「普遍的な価値を設定する機能が働かなくなり、個人化が進んだ現代社会
では、生きる意味をどのように得ていくのか、ということが重要な問題になっている」(p13)
と指摘する。 
 ここで著者が参照する「不可能性の時代」とは、大澤真幸が現代社会を呼び表したもの
であり、人々が「他者」を忌避して生きる時代のことである。この場合の他者とは、「他者
性を持った他者」ということを意味しており、具体的に言えば、「自分との同質性が保証さ
れていない他者」のことを指す。いわゆる「小さな物語」を信じる人たちの集まりである
「島宇宙」が個々に浮かんでいる、という認識である。それに対して著者は、遠藤英樹の
議論を引用し、観光が「他者性を持った他者との交流の回路を開く可能性がある」(p25)と
考え、その具体例を「アニメ聖地巡礼」として挙げる。 
 第 2 章「現代観光の分析視座」では、観光社会学の理論を引用し、コンテンツ論を交え、
「n 次創作観光」という概念を提示している。そもそも従来の旅行者と他者とのコミュニ
ケーションを扱った研究は、旅行者（ゲスト）と地域住民（ホスト）の相互作用に関する
ものを中心として行われてきた。代表的なものはバレーン・スミスの観光者類型であり、
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そこでは「探検者」から「団体観光者」まで７種類に分類されている(p38)。しかし現代に
おける観光はホスト・ゲストといった形で二項対立するものではないとし、著者は旅行者
の多様化を指摘する。それと合わせて情報化の文脈の中で、メイロウィッツの議論にある
ように、電子メディアによって物理的場所と社会的「場所」は分離されたということが指
摘されている。これを元にすれば、ホストとゲストという関係も、物理的な場を離れてコ
ミュニケーションを行うことが可能になっているのである(p39)。 
 そして著者はコンテンツについては、「情報がなんらかの形で創造、編集されたものであ
り、それ自体を消費することで楽しさを得られる情報内容」(p40)と定義している。それを
踏まえて濱野智史が提唱した「n 次創作」を手掛かりとしている。「n 次創作」というのは、
二次創作までは一つの元ネタからの派生作品に留まるのに対し、ある派生作品が、また別
の派生作品にとって元ネタになる、という情報行動のことを指す。よく引合いに出される
のは、「初音ミク」である(p42)。これを元に、個人の情報発信力が高まっているのを踏ま
えて、「個人個人が情報発信を行い、それによって構築される観光」(p43)を「n 次創作観光」
と名づけている。 
 第 3 章「アニメ聖地巡礼」では、本書の肝となる部分である「アニメ聖地巡礼」につい
て詳細をまとめている。「アニメ聖地巡礼」とは「アニメファンが、アニメの背景となった
場所を見つけ出して、そこを訪ねることを指す」(p50)。筆者によれば、そういった行為は、
1990 年代初期には始められていたと推測している。そして 2000 年代に入り、情報技術の
発達とともに、アニメ聖地巡礼を行うアニメファンが増加したと分析している。そして巡
礼者の分類では、1.「開拓アニメ聖地巡礼者」2.「追随型アニメ聖地巡礼者」3.「二次的ア
ニメ聖地巡礼者の 3 つに分類している(p59)。また、2000 年代後半から、物語性が希薄な「日
常系アニメ」の隆盛について述べており、「日常系アニメ」には、他者とのコミュニケーシ
ョンが常に希求されている、と指摘している。「一人ひとりのキャラクターが個性を持って 
独立し、対話すること、それ自体が望まれているのではないだろうか」(p61)と言う著者は、
「こういった当たり前のコミュニケーションこそ「非日常」であり、最上のフィクション
になっている可能性がある」(p61)とも述べている。 
 第 4 章「コンテンツツーリズム」では、近年、コンテンツを活用した観光振興や、コン
テンツを旅行動機とした旅行行動に関して、様々な実践が行われていることを背景に、「ア
ニメ聖地巡礼」をきっかけとしたコンテンツツーリズムの実例を分析、考察している。著
者が強く主張しているのは、コンテンツツーリズムの研究枠組みにおいて、地域住民、ツ
ーリスト、観光プロデューサー、などの諸アクターがはっきり分けられないことがある、
ということと、アクター内でも相互作用が起こるということである。つまり従来のホスト/
ゲスト関係の境界の曖昧さが挙げられる(p82)。 
 第 5 章「ｎ次創作観光」では、まとめとして n 次創作観光の構造が述べられている。ア
ニメ聖地巡礼では、アニメというコンテンツをきっかけに始まる行動であった。開拓者が
アニメの舞台を発見し、情報を発信する。さらにそうした情報用いて、追随者が巡礼を開
始する。巡礼者は地域で様々な表現行為を行い、それをみた巡礼者や地域住民、マスメデ
ィアがその様子をさらに発信していく。次に、巡礼者の来訪を受けた地域では、地域住民
と巡礼者の直接的な相互作用がなされ、それぞれが刺激を与え合い、遊び、その結果、観
光文化が想像されることになる。つまり、「地域文化とメディア文化が混交して創造された
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観光文化が、人と人を繋ぐメディアの機能を果たす」、と著者は述べている(p90)。こうい
ったように n 次創作的に作られた観光情報、観光文化、これらとその構築プロセスのこと
を「n 次創作観光」として著者は評価しているのである。なぜ評価しているのかというと、
n 次創作観光が、人と人との偶然のつながりを創出しているからである(p92)。n 次創作観
光では、他者性を持った他者との交流を忌避する行動を進めた結果、観光という行動に結
びついている。観光の持つ偶然性によって、結果的に、つながるはずのなかった人々との
つながりが創出され、島宇宙にランダムな線が惹かれる、つまり新たな他者と出会うと述
べられて、稿が閉じられている(p93)。 
 最後に、本書における問題点を述べておきたい。1 点目として、著者が言う「聖地巡礼」
の例はあくまで諸アクターの相互作用がとてもうまくいった例だということである。観光
地として成功した「聖地」の裏側には、あまり認識されずに廃れていった「聖地」もある
はずである。それらの「聖地」はなぜそうなってしまったのかという考察がない。 
 2 点目として、「アニメ聖地巡礼者」というのは「オタク」なのかという疑問が残る。こ
の前提はそもそも「アニメ聖地巡礼者」たちのリアリティを記述する際に取りこぼしてし
まう可能性がある。本書に限らず、多くのアニメ聖地巡礼に関する論文で、アニメ聖地巡
礼者は「オタク」あるいは「オタクに類するもの」とされていることも疑問である。「アニ
メ聖地巡礼者」の行動パターンだけを見たり、そもそも「オタク」であるという先入観を
持った調査を行っている可能性すらある。 
 3 点目として、「アニメ聖地巡礼」によって作られたコミュニティに持続性がどれだけあ
るのだろうかという問題がある。イギリスの社会学者バウマンは、趣味等で集まる人間の
コミュニティを「洋服掛け」に一時的に引っかかるようなものとして、「ペグ・コミュニテ
ィ」と悲観的に呼んだが、一方で「聖地巡礼」を通したコミュニティを新しいつながりが
生まれるとして評価する以上、そういったコミュニティ論、共同体論としても、詳細に見
ていく必要がある。そもそも新しいつながりを望んでいない巡礼者、あるいはそこまで密
な関係を想定しない巡礼者もいるのではないだろうか。 
 まとめると、本書に代表される「アニメ聖地巡礼」についての研究は、3 類型に分けた
だけで、巡礼者の行動に関する多様性を切り捨ててしまっている可能性がある、というこ
とが問題と言えるだろう。それは例えばオーディエンス論が「能動的/受動的」という二元
論的なオーディエンス像を前提としてきたように、アニメ聖地巡礼者に関しても、「能動的
なアニメ聖地巡礼者」という研究者による過剰なアイデンティティの刷り込みが行われて
いると言ってもよいかもしれない。そういった部分から離れて、そもそもの当事者である
「アニメ聖地巡礼者」の語りを拾っていき、その多様性を明らかにする研究が必要であろ
う。 
 
